
経
団
連
は
１
月
２１
日
、
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

お
け
る
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
、
雇
用
・
労
働

分
野
に
お
け
る
経
団
連
の
考
え
を
示
し
た
「
２
０
２

０
年
版
経
労
委
報
告（
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告
）」
を
公
表
し
た
。

２
０
２
０
年
版
経
労
委
報
告
は
、
副
題
を
「Soci-

ety
5.0

時
代
を
切
り
拓
く
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
価

値
創
造
力
の
向
上
」
と
し
、Society

5.0

に
向
け
て
、

働
き
手
が
組
織
や
仕
事
に
主
体
的
に
貢
献
す
る
意
欲

や
姿
勢
を
表
す
概
念
で
あ
る
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
」
に
着
目
し
、
そ
れ
を
高
め
、
価
値
創
造
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
図
表

は
、
２
０
２
０
年
版
経
労
委
報
告
が
目
指
し
て
い
る

全
体
の
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ
る
。
多
様
な
働
き
手
一
人

ひ
と
り
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る

制
度
、
環
境
と
い
っ
た
土
壌
を
整
備
し
、
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
こ
と
で
、
価
値
創
造
力
の
向
上

に
よ
る
企
業
の
持
続
的
な
成
長
や
、
賃
金
引
き
上
げ

と
総
合
的
な
処
遇
改
善
が
も
た
ら
さ
れ
、「Society

5.0
for
SD
G
s

」
を
幹
と
す
る
木
が
大
き
く
育
つ
姿

を
描
い
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
２
０
２
０
年
版
経
労
委
報
告
の
主
な

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

S
o
c
ie
ty
5
.0

時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
働
き
方
を
目
指
し
て

働
き
方
改
革
を
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
効
率
化
を
中
心

と
し
た
フ
ェ
ー
ズ
�
か
ら
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
最
大

化
に
注
力
す
る
フ
ェ
ー
ズ
�
へ
深
化
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
は
働
き
手
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
向
上
策
は
、
自
分
の

仕
事
が
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
意
識
の
醸
成
や

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
推
進
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

新
卒
一
括
採
用
や
長
期
・
終
身
雇
用
、
年
功
型
賃

金
な
ど
を
特
徴
と
し
、「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
」
と

称
さ
れ
る
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
経
営
環
境
の
変
化
な
ど

に
伴
い
課
題
も
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。
各
企
業
に

は
、
自
社
の
経
営
戦
略
の
実
行
に
と
っ
て
最
適
な
か

た
ち
で
「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
」
と
「
ジ
ョ
ブ
型
」

を
組
み
合
わ
せ
た
「
自
社
型
」
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
確

立
が
求
め
ら
れ
る
。

人
材
育
成
に
お
い
て
は
、
働
き
手
の
多
様
性
や
主

体
性
を
尊
重
し
た
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援

が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
革
新
を
担
う
人
材
の
能
力
開
発
も
必
要
で

あ
る
。

地
方
創
生
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
る
地
域
の
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と

の
連
携
に
よ
る
、
新
た
な
価
値
創
造
に
向
け
た
取
り

組
み
が
重
要
に
な
る
。

雇
用
・
労
働
分
野
に
お
け
る
諸
課
題

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
、
働
き
方
改
革
関
連
法
が

さ
ら
に
施
行
さ
れ
る
。
中
小
企
業
に
は
、
時
間
外
労

２
０
２
０
年
版
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告

―
―S

o
c
ie
ty
5
.0

時
代
を
切
り
拓
く
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
価
値
創
造
力
の
向
上

362020・3



Society 5.0 for SDGs
�������	

����
��

�����������

�������� 

!"#�$%

&'��()*+

�,-�./0123/4��

�5%67�,8*9�

:;1<=>?@

ABCDEFGHI�JKL6

MNOCPDEFGHI�QR

�,-�ST�UVW��

XY6Z[\]^_�`ab

c
de�fg

働
の
上
限
規
制
の
適
用
に
向
け
て
、
労
働
時
間
の
管

理
な
ど
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
同
一
労
働
同

一
賃
金
に
関
す
る
法
改
正
で
は
、
自
社
の
正
社
員
と

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
の
間
に
待
遇
差

が
あ
る
場
合
は
そ
の
理
由
を
整
理
し
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
２
０

２
０
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
職
場
に
お
け
る
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
法
制
化
に
関
し
て
は
、
企

業
は
指
針
で
示
さ
れ
た
雇
用
管
理
上
講
ず
べ
き
措
置

を
基
本
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

２
０
２
０
年
春
季
労
使
交
渉
・

協
議
に
お
け
る
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

―
―

わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

世
界
経
済
が
減
速
す
る
な
か
、
業
種

や
企
業
ご
と
に
業
績
の
ば
ら
つ
き
が
見

ら
れ
、
先
行
き
は
不
透
明
感
が
強
い
。

ま
た
、
地
域
経
済
を
担
う
中
小
企
業
で

は
、
人
手
不
足
や
後
継
者
不
足
の
深
刻

化
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
の
影
響

に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

―
―

経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

Society
5.0

時
代
に
向
け
た
新
た
な

働
き
方
・
生
産
性
向
上
を
実
現
さ
せ
な

が
ら
、
競
争
力
強
化
と
収
益
拡
大
を
図

り
、
生
み
出
さ
れ
た
成
果
を
さ
ま
ざ
ま

な
か
た
ち
で
の
処
遇
改
善
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
で
、
働
き
手
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
一
層
高
め
、
さ
ら
な
る
生
産

性
向
上
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
「
社
内
の

好
循
環
」
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、「
賃
金
引
き

上
げ
」
と
「
総
合
的
な
処
遇
改
善
」
を

車
の
両
輪
と
し
、
多
様
な
選
択
肢
の
な

か
か
ら
自
社
に
適
し
た
方
法
と
施
策
を

検
討
・
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

賃
金
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
企
業
が
さ
ま
ざ
ま

な
考
慮
要
素
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
適
切
な
総
額
人

件
費
管
理
の
も
と
で
支
払
能
力
を
踏
ま
え
、
労
使
の

議
論
を
経
て
決
定
す
る
「
賃
金
決
定
の
大
原
則
」
に

の
っ
と
っ
た
対
応
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で
、

モ
メ
ン
タ
ム
の
維
持
に
向
け
て
、
自
社
の
実
情
に
応

じ
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

そ
の
際
、「
基
本
給
」「
諸
手
当
」「
賞
与
・
一
時
金
」

を
３
つ
の
柱
に
、
各
企
業
に
お
い
て
、
多
種
多
様
な

方
法
に
よ
る
組
み
合
わ
せ
を
含
め
て
議
論
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

総
合
的
な
処
遇
改
善
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向

上
を
通
じ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
力
を
高
め
、Soci-

ety
5.0

の
実
現
に
つ
な
が
る
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

企
業
労
使
で
幅
広
い
観
点
か
ら
対
話
を
重
ね
、
深
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

―
―

今
後
の
労
使
関
係

労
働
組
合
の
推
定
組
織
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
業
種
横
並
び
に
よ
る
集
団
的
賃
金
交
渉
は
、

実
態
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に

鑑
み
れ
ば
、
労
働
組
合
と
の
集
団
的
労
使
関
係
に
加

え
て
、
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
社

員
と
の
個
別
労
使
関
係
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
も
企
業
労
使
に
は
、
良
好
で
安
定
的
な
労

使
関
係
を
多
層
的
に
深
化
さ
せ
る
た
め
の
不
断
の
努

力
が
求
め
ら
れ
る
。

（
労
働
政
策
本
部
）

図表 「２０２０年版経労委報告」が目指す全体のイメージ図

エンゲージメントと価値創造力の向上
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